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本論文は 7 章で構成されている。まず本論文全体の構成と概要は以下の通りである。 
序章では、本研究の背景、本研究の目的と意義、本研究の構成について述べている。 




































第 1 章 応答発話の位置づけ 
1.1 応答詞（感動詞）の品詞論上の位置づけ 
1.1.1 はじめに／1.1.2 代表的な研究／1.1.3 まとめ 
1.2 応答詞（感動詞）の談話レベルの研究 





1.4.1 本研究における応答発話の位置づけ／1.4.2 本研究の立場 
第 2 章 応答発話における両副詞の発話機能の認定基準 
2.1 はじめに 
2.2  「連」における先行発話の発話機能 




2.4.1  副詞「たしかに」の発話機能の認定基準／2.4.2  副詞「なるほど」
の発話機能の認定基準 
2.5 まとめ 
第 3 章 両副詞の慣習化のプロセスの解釈の理論的枠組み 
3.1 はじめに 
3.2 ポライトネス理論 







3.4.1 会話参与者の二つの意図／3.4.2 文脈効果と文脈の慣習化／3.4.3 
注意と気配り 
3.5 本研究における研究課題と研究方法 
3.5.1 本研究における研究課題／3.5.2 本研究における研究方法 
3.6 まとめ 

















































































































































 第四に、本論文の最大の課題は何かとの質疑に対し、第 6 章の日中対照研究が中国語学や対
照言語学の研究成果を十分に踏まえられていなかったために、考察結果も十分に得られなかった
とする旨の回答があった。これについては委員からも他の章の完成度に比べて第 6 章の完成度
が低く、内容的にも他の章（特に第 4、5 章）での成果が十分に活かされておらず、この章の存
在意義に疑問がある旨の指摘があった。 
 その後、審査委員３名は主査研究室において合議を行った。上述のように改善点や克服すべき
課題も種々見られるものの、博士論文として要求される水準は超えていると評価できることが確
認された。これにより最終試験を合格とする判定を行った。 
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